
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

神庭リミエ

オルクス
オルクス

宗教家

17

感染

結社の一員

妄想

長期入院

高校生

♀

28

主人:ﾉｸｼｰﾙ

0
2
2
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0
0
0
1

0
0
0
0

1 1
2
2
5

24
6
6
11
22

2
1 1 2

レネゲイド/[ｺﾈ:専門家]+2r 噂話/[ｺﾈ:噂好きの友人]+2r
裏社会/[ｺﾈ:情報屋]+2r
UGN/[ｺﾈ:UGN幹部]+2r

1
1

拳銃
①+②

∟①+②+[100↑]
③

射撃
　　
　　
　　

2r-1
0
0
0

3 護身用
対象の出目*6個を[1]に変更(命中ﾃﾞﾊﾞﾌ)
対象の出目*7個を[1]に変更(命中ﾃﾞﾊﾞﾌ)
↑で抜けてきたﾀﾞﾒｰｼﾞ[1d+21]軽減

0 0

守護者
ノクシール

庭園
庇護
尽力

隔意
不安

制服
携帯電話

∟ソーシャルサービス
アクセサリー
デコ(武器)
ｳｪﾎﾟﾝｹｰｽ

ｺﾈ:UGN幹部
ｺﾈ:情報屋

ｺﾈ:噂好きの友人
ｺﾈ:専門家

14 3

ワーディング

リザレクト

支配の領域

∟絶対支配

隆起する大地

成長促進

猫の道

★

0

5

5

7

★

★

-

1d10

6

4

2

-

-

オート

気絶時

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

視界

至近

至近

視界

至近

シーン

自身

単体

自身

範囲(選択)

ｼｰﾝ(選択)

自身

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

ﾘﾐｯﾄ

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

[判定直後]/判定ﾀﾞｲｽ*1の出目を[1]に変更/判定中でも使用可/1回の判定に1回/(lv/1ｼﾅﾘｵ)

[↑同時使用]/判定ﾀﾞｲｽ*lv+1個の出目を[1]

[ﾀﾞﾒ適用直前]/ﾀﾞﾒ-[1d+lv*3]/(1/1R)

領域内の植物を成長させる

通常ありえない場所に近道を作る

"カテドラル"という組織に属する守護者の女の子(＊システム的にはUGNイリーガル的なもの)。
品行方正、誰に対しても分け隔てなく優しい性格で校内においても密かに人気がある…らしい。
放課後は校内に併設されている礼拝堂でシスター見習いとして生徒達の懺悔や相談を受け付けている。

レネゲイドウィルスに感染する以前は身体も弱く病気がちであり、
常に病室のベッドの上で何時来るとも分からない余命を待つ日々だった。
しかし、レネゲイドウィルスに感染後はその特異なウィルスの影響もあってか本来持っていた病の進行も収まり、
普通の学生と同じように学校に通えるまでに回復した。

病に耽っていた時期が長かった分、
シスターとしても守護者としても一人前となれるように日々の努力を怠っていないようだ。

趣味はガーデニングで庭園の管理を任されており、
その戦闘スタイルも自身の領域内の植物を自在に操って敵を無力化する術に長けている。

最近の悩みは病気がちであった時に憧れていたハンバーガーショップに入りたいけれど恥ずかしくて入店出来ないでいる事。
――――――――――――――――――――――――――――――――――
■一人称：私　■二人称：あなた/(苗字)さん
■口調：～です/～ですね/～でしょうか/基本的に誰に対しても敬語
■好きなもの：ノクシール/花/誰かの役にたてること/ジャンクフード(入院中食べれなかったので)
■苦手なもの：病院/男の人
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